
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  小規模宅地等の適用対象面積                

Ｑ：小規模宅地等の対象となる宅地が複数

ある場合、適用対象となる面積を計算しなけ

ればなりませんでしたが、平成25年度の税制

改正後はどのようになりますか？ 

                                              

Ａ：面積を調整する算式が変わります。 

【解説】 

平成25年度の税制改正では、小規模宅地等

の特例が、平成27年１月１日以後、特定居住

用宅地等の適用対象面積が現行の240㎡から

330㎡に広がり、特定事業用等宅地等(限度面

積400㎡)との完全併用が認められることとな

りました。 

したがって、特定居住用宅地等と特定事業

用宅地等の併用については、面積調整する必

要はないのですが、貸付事業用宅地等(限度面

積200㎡)については、従来どおり限定併用と

なっていますので、貸付事業用宅地等と特定

居住用宅地等又は特定事業用等宅地等とに適

用するという場合には、適用対象となる面積

を計算しなければなりません。 

計算式は、次のとおりです。 

(特定事業用等宅地等)×200/400＋(特定居

住用宅地等)×200/330＋貸付事業用宅地等≦

200㎡ 

通常は、特定事業用等宅地等と特定居住用

宅地等を完全併用するのが有利になると思わ

れますが、貸付事業用宅地等がある場合は、

この算式に当てはめて検討する必要がありま

す。 
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